
１．世界で共有されている長期目標を視野に入れる 
 
  －気温上昇を２℃以内にとどめる 
  －２０５０年に世界半減、先進国８０％削減を実現する 
  －前提条件なしの２０２０年、２０３０年の目標を提示する 
 
２．世界に先駆け、未来を先取る低炭素社会の 
 実現を目指すという明確な方向性を示す 
 
  ①他の追随を許さない世界最高水準の省エネ 
    －低炭素製造プロセスと低炭素製品で世界標準を獲得 
    －すまい、くらし方などあらゆる面で省エネナンバーワン 
  
  ②後塵を拝した再エネを世界最高水準に引上げ 
  
  ③省エネ・再エネ技術で地球規模の削減に貢献 
 
３． 世界に先駆け、未来を先取る低炭素社会の 
 実現に必要な施策を明示する 
 
  － 対策の裏付けとなる施策を明示する。 

2013年以降の地球温暖化対策の検討のポイント 

. 

世界をリードするグリーン成長国家の実現へ 
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